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た。もともとの重複領域が 6Mb であったのに対し、今回作成したマウスの重複領域は 3Mb
である。3Mb 重複マウスは 6Mb の重複マウスと同様繁殖能力があり、胎生致死を認めなか
った。3Mb patDp/+でも体重の推移を検討したが、6Mb patDp/+と同様に 3Mb patDp/+でも
遅発性の肥満を認めた。しかし、3Mb matDp/+では肥満を認めなかった。これにより今回重
複させた 3MBの領域の父性由来の遺伝子が肥満に関与している可能性が示唆される。 
 以上の結果から、本論文は父性由来の 15q11-q13 領域の重複により肥満を呈する機序を
解明し、新規の肥満候補遺伝子として Sfrp5 が関与している可能性を示した。同因子は今
後の肥満治療における有用なターゲットとなり得ることが期待される。さらに筆者らは、
重複領域を限局したモデルマウスの作成にも成功しており、今後 PWS を始めとした遺伝性
肥満のメカニズム解明も大きく進歩していくものと考えられる。よって審査委員会委員全
員は、本論文が著者に博士（医学）の学位を授与するに十分な価値あるものと認めた。 
 
